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直
方
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文
化
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合
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ポ
ー
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市報のおがた　24

□転入  242 人　□転出  226 人
□出生    19 人　□死亡    72 人

　令和 5 年 4 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,477 人（ － 345）
　〔うち外国人 653 人〕
　　男　26,245 人  （ － 68）
　　女　29,232 人  （ － 277）
■世帯数　27,611 世帯（ ＋ 117）

　
東
蓮
寺
藩
初
代
藩
主
黒
田
高
政
公
の
祖

父
孝よ

し

高た
か

公
と
父
長
政
公
は
戦
国
時
代
末
期

か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
著
名
な

軍
師
・
大
名
と
し
て
歴
史
小
説
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
に
た
び
た
び
登
場
し
ま
す
。

　
福
岡
藩
藩
祖
・
黒
田
孝
高
の
生
涯

　
孝
高
公
（
１
５
４
６
〜
１
６
０
４
）
は

通
称
の
「
官
兵
衛
」
や
剃
髪
後
の
号
で
あ

る
「
如
水
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
父
職も

と

隆た
か

の
跡
を
継
ぎ
、
播は

り
ま磨
国
の
小こ

で
ら寺

家
の
家
老
と
し
て
姫
路
城
主
に
な
り
ま
し

た
。
織
田
信
長
の
中
国
侵
攻
が
始
ま
る
と

領
主
を
説
い
て
織
田
側
に
つ
き
ま
し
た
。

　
織
田
家
の
重
臣
荒
木
村
重
が
謀
反
を
起

こ
す
と
摂
津
国
の
有
岡
城
で
の
説
得
に
失

敗
し
て
幽
閉
さ
れ
救
出
さ
れ
ま
し
た
が
足

が
不
自
由
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
の
ち
羽
柴
秀
吉
の
軍
師
と
し
て
因
幡
国

の
鳥
取
城
攻
め
や
備
中
高
松
城
水
攻
め
、

本
能
寺
の
変
後
の
中
国
大
返
し
を
成
功
さ

せ
、
そ
の
後
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　
九
州
平
定
の
戦
功
に
よ
り
豊
前
国
中
津

十
二
万
石
の
領
主
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
政
公
に
譲
っ
て
隠
居
の
後
も
小
田
原

平
定
や
朝
鮮
出
兵
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
関
ケ
原
合
戦
の
際
は
兵
を
募
っ
て
九
州

各
地
の
西
軍
の
留
守
部
隊
を
破
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
は
隠
居
生
活
を
送
り
京
都
の
藩

邸
で
逝
去
し
ま
し
た
。

　
孝
高
公
の
劇
的
な
生
涯
は
司
馬
遼
太
郎

の
「
播
磨
灘
物
語
」
（
講
談
社
文
庫
で
入

手
可
能
）
は
じ
め
数
多
く
の
歴
史
小
説
の

主
人
公
と
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で

も
２
０
１
４
年
に
岡
田
准
一
主
演
で
「
軍

師
官
兵
衛
」
と
し
て
一
年
間
放
映
さ
れ
直

方
市
で
も
官
兵
衛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

各
種
の
行
事
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
代
福
岡
藩
主
・
黒
田
長
政
の
生
涯

　
長
政
公
（
１
５
６
８
〜
１
６
２
３
）
は

孝
高
公
の
嫡
男
と
し
て
姫
路
城
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
幼
名
松
寿
丸
時
代
に
織
田
信
長
に
人
質

と
し
て
出
さ
れ
、
父
の
有
岡
城
幽
閉
事
件

で
危
う
く
処
刑
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
父
の
同

僚
の
竹
中
半
兵
衛
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
羽
柴
秀
吉
に
仕
え
、
備
中
高

松
城
攻
め
、
賤
ケ
岳
の
戦
い
、
九
州
平
定

な
ど
で
戦
功
を
あ
げ
、
父
の
隠
居
で
豊
前

国
中
津
領
主
に
な
り
ま
し
た
。

　

朝
鮮
出
兵
で
は
渡
海
し
活
躍
し
ま
し

た
。
秀
吉
の
死
去
後
は
石
田
三
成
ら
の
文

治
派
と
対
立
し
関
ケ
原
合
戦
で
は
石
田
勢

を
撃
破
し
、
小
早
川
秀
秋
ら
の
調
略
に
も

成
功
し
ま
し
た
。

　
筑
前
一
国
五
十
二
万
石
の
大
大
名
と
な

り
地
名
を
福
岡
と
改
め
ま
し
た
。

　
大
坂
夏
の
陣
に
も
参
戦
し
ま
し
た
が
、

京
都
で
逝
去
し
ま
し
た
。

　
遺
言
で
長
男
忠
之
に
福
岡
本
藩
を
継
が

せ
、
三
男
長な

が
お
き興
に
秋
月
藩
五
万
石
、
四
男

高
政
に
東
蓮
寺
藩
四
万
石
を
支
藩
と
し
て

分
立
さ
せ
ま
し
た
。

  
東
蓮
寺
藩（
の
ち
直
方
藩
）の
歴
史

  

第
４
回 
黒
田
官
兵
衛
・
長
政
父
子

第第9999回回

黒田如水像

黒田長政像


